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女子大学生はなぜダイエットをするのか? (1) 

~計画的行動理論 (TPB: Theory of Planned Behavior) を用いた、

ダイエット行動のメカニズムの解明~

Why do female college .students control their weight? (1): 
The use of the Theory of Planed Behavior to clarify the mechanisms 

of weight control. 

Abstract 

(大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程) 中 原

(大阪大学人間科学部人間科学科) 林

純

知世

In this series of studies，也epurpose is to d間出eweight co甜 01(WC) based on the Theory of 

P1anned B巴havior(TPB). Two hundてedsand ninety seven female col1ege stude凶叩sweredques司

tio=aires. 

In Study 1， pass analysis revea1ed that the previous studies about desire for weight 10ss w巴，re

associated wi也 subj巴ctive. norms under the framework of theτ'PB. 

In Study n， pass ana1ysis also revea1ed that subjective norms and 副itudespredicted intensions， 
and that attitudes， perceived behavioral control and int巴nsionsdid the behavior of WC. 

The current results show that也eTPB can account for the behavioral mechanisms of WC. 

Key word : weight co出 01，the百leoryof Pla=ed Behavior， subjective norm， desire for weight 10ss 

I はじめに

本研究「女子大学生はなぜ、ダイエットをするのか?~計画的行動理論 (TPB : Theory of 

Planned Behavior) を用いた、ダイエット行動のメカニズムの解明」は(1)および(2 ) 

で構成される。

~痩身神話~

「痩身神話」という言葉がある。この言葉には確定的な定義は存在しないが、痩せることは

無条件に良いことであるとする考え方である。そして、この「痩身神話」に基づく身体像を現

代女性は有していることが示唆されている(馬場・山本・小泉・菅原， 1998)。事実、最近の

10代， 20代の女性は「やせ」の傾向にあると言われ、平成9年の国民栄養調査において、 20~

29歳の女性におけるやせの者 (BodyMass Index: BMI値が18.5未満)の割合は現状では23.3

%にも上り、政府はこの目標数値を15%以下としているが、現状とのひらきは大きい。その要

因として、最近の女性は BMI値が標準値より低いにもかかわらず、理想とする BMI値はさら

に低いという「やせ志向」を持つ傾向があり、適正な体格を考慮できていない、ということが

あげられている(金子・前田・佐々木・田中， 2001;高橋・山田・大柳・山口・武田・山田，

2002)。このような現状は、現代女性が「痩身神話」といわれる考え方を有していることを裏

付けるものである。
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~ダイエット~

痩せることそのものは、程度さえ考えれば悪いことではない。実際、健康のためにダイエツ

トを行うことも多い。しかし、 BMI値の基準で述べるならば、 18.5以下の「やせ」に当てはま

る人が、それ以上体重を落とすためにダイエットすることは、「標準」の人よりも健康面での

リスクは高いとされる。さらに、近年、必要以上の無理なダイエットは身体的に悪影響を及ぼ

すという報告は日本においても海外においてもなされている (eふ Daee，Robinson， Lawson， 

Turpin， Gregory， & Tobias， 2002 ;生野， 2003)。このように、必要以上のダイエットは危険

であることは分かつているにもかかわらず、「何故ダイエットを行ってしまうのか?Jという
疑問に答えるだけの理論的根拠は明らかにされていなしヨ。序章においては、これまでのダイエツ

トに関する研究をレピューすることによって、ダイエットについての既存の知識の整理と問題

点を指摘し、本研究の意義・必要性・目的を明確にする。

1 夕、イエットに関する先行研究

ダイエット行動自体に焦点を当てた研究として、溝口・松岡・西日 (2000)や松本・熊野・

坂野(1997)はダイエット行動を健康的なダイエットと不健康なダイエットに分類し、それぞ

れの誘発因子を検討している。しかし、ダイエット行動自体に焦点を当てた研究は少なく、ダ

イエッ、ト行動の誘発因子としての痩せ願望や身体的不満足感についての研究が中心で、ある。以

下、それらの研究について概観する。

ダイエットに関する多数の研究の中でしばしば引用されるのが馬場・菅原 (2000)の「痩身

願望」についての研究である。「痩身願望」は「痩身に対するメリット感」、「現体型に対する

デメリット感J、「自尊感情」、 fBMI値」などとの関わりも指摘されている。馬場・菅原
(2000)は「痩身願望」を最終的な従属変数として、上記の変数を利用し、モデルを提唱して

いる。このモデルの特徴としては、「痩身願望」へ影響する変数として「痩身に対するメリッ

ト感Jを最上位の要因であるとしている点である。さらに馬場・菅原 (2000)は「痩身に対す
るメ.リット感」が「痩身願望」へ影響することに関して、「魅力のアピーJレ」や「自己不全感

からの脱却」と捉え説明している。その背景には「痩身神話」とでも表現できるような身体観

の存在も示唆され、それらはマスメディアや友人関係から影響を受けるとされている(馬場ら，

1998)。

馬場・菅原 (2000)では、先にも述べたように fBMI値」との関わりが指摘されているが、

同時に BMIの低下が「痩身願望」を低下させない場合も多いという矛盾した考察もなされて

いる。このことについては、日本において、散米人の顔や体系を理想とする基準がメディアに

よって紹介され、それが今や「脅迫的な基準」になり、「痩身神話Jを形成している(秋本・
諸橋， 1987;馬場ら， 1998;浅野， 1996; Utter， Neumark-Sztainer， Wall， & Story， 2003) 

という指摘があるように、各個人の理想とする BMI値が異常に低いことによって起こる現象

であると考えられる。また、女性を取り巻く「痩身神話」によって、痩せた身体であることが

自己受容や女性性受容の一部となり、それらと自尊感情や身体満足度、さらには摂食障害傾向

との関連も指摘されている(宮沢， 1987;鈴木・伊藤， 2001)。

2 ダイエットと摂食障害

ダイエットの研究はしばしば摂食障害の文脈の中でも述ぺられる。摂食障害とは、拒食と過
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食恒吐という食行動の障害を指す。摂食障害者は1980年からの20年間に約10情に増加し、 1998

年には全国で23200人の患者数が推定されており(森・小原， 2003)、ダイエットを始める行為

が青年期の女性における摂食障害の危険を増やしてしまうことも示唆されτいる (Daeeet 
al.， 2002 ;生野， 2003)。

一方、摂食障害の危険因子としては、生物学的要因(栗生・久保・高木・堀， 1999)、生活・

家族環境要因(山口・小林・太刀川・佐藤・堀・鈴木・白石， 2000;名越・原田・山下・加嶋・

岡本・析井・角掛・和田・福居， 2003)、文化社会的背景(西園， 2000)などが考えられ、そ

れぞれのアプローチから研究が進められている (Halmi，1995)。

National Institute of Mental Health(NMH)が2000年4月に開催した摂食障害の予防につい

ての会議のまとめ (Pearson，Goldklang， & Striegel-Moore， 2002)において、予防科学の現
状や課題が検討されており、この領域における将来的な方策が提起されている。その中で、摂

食障害予防の重要性も指摘されている。つまり、ダイエット行動が摂食障害と関連することを

考慮すると、ダイエット行動のメカニズムを解明することは、摂食障害の予防という観点から

も有益なことであると考えられる。

3 計画的行動理論 (TPB:Theoryof Planned Behavior) 

3 -1 . TPBの発展

TPBは、 Fishbein& Ajzen (1975)が提唱した合理的行為理論 (TRA: Theory of Rea-
soned Action)をAjzen(1985)が発展させた理論である。 TRAでは、目標とする「行動」

の遂行を決定する最も大きな要因として「行動意図Jの概念を重視するのに対して、白 Ajzen
(1985)は「行動意図Jだけでなく、直接「行動」に影響する要因として「行動コントロール
感」という概念を導入し、 TPBとして発展させた。 TPBは行動に対して統制が難しい場合に

最も有効であるとされている。以下では、 TPBの主要素である「主観的規範」について詳述

する。なお「行動への態度」および「行動のコントロール感」については (2)で詳述する。

3-2.主観的規範

Ajzen (1988)は社会的な人間関係の要素を主観的規範と述べている。行動を規定する要因

として言い換えると、主観的規範とは、行動を遂行することに対する社会的プレッシヤ}のこ

とであり(岡， 2003)、「イ也者が自分に対しである行動を行うことをどの程度期待しているか」

について感じる度合いのことである。ダイエット行動に応用した場合、他者が自分に対してど

の程度ダイエットした方が良いと思っているかの自己評価と考えられる。

3 -3. TPBのダイエッ卜行動への応用

これまでに TPBをダイエット行動に応用した研究としては、 Deborah& Ajzen (1985)が
83名の女子大学生を対象とした実験を行っている。この研究では、 6週間の聞の体重減少の意

図を主観的規範、行動への態度、行動コントロール感が予測することが示され、意図と行動コ

ントロール感が体重減少を予測することが示された。 TPBを体重減少という行動に応用する

ことで、その有効性が示唆されたわけで、あるが、そもそも体重減少とはダイエツト行動の結果

であって、 Deborah& Ajzen (1985)の結果をもってダイエット行動そのものの規定要因が
導き出されたと考えることはできない。また、主観的規範、行動への態度、行動コントロール

感を詳細に検討した研究ではないため、摂食障害に至る危険を含むダイエットを防ぐ、ような提

言を行うことはできない。これらの点について本研究の意義として次節で述べることとする。
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4 本研究の意義・必要性・目的

先行研究の中で取り上げられてきたダイエット行動の規定要因を TPBの枠組みで捉えると、

メディアや周囲の影響を受けることが多い点で「主観的規範」に含まれるものが中心であった

と考えられる。しかし、「主観的規範」は、個人の内的な変数(性格特性など)が関わった要

因であり、不健康なダイエット行動を予防するための介入は極めて難しいものであると考えら

れる。一方で、「行動への態度」ゃ「行動のコントロール感」には不必要なダイエットおよび

不健康なダイエットを予防できる可能性を含んだ変数が仮定される(これらについては「女子

大学生はなぜダイエットをするのか? (2) Jで詳述)。そのため、臨床へ応用していくことを
考えるならば、 TPBによってダイエツト行動のメカニズムを明らかにすることは有効と考え
られる。

そこで、本研究(1)では、研究Iにおいて、ダイエット行動に関する先行研究がTPBに

おける「主観的規範」の枠組みで説明可能であるかどうかを検討し、研究Eにおいて、ダイエツ

ト行動を TPBで説明できるかどうかの検討を行うことを目的とする。

E 研究

研究I 主観的規範の検討

I・1.目的と仮説

(a)主観的規範に関する仮説モデル

先行研究の検討をふまえ、 Figure1-1のような仮説モデルを設定した。「痩身に対するメリッ

ト感」、「現体型に対するデメリット感」、「賞賛獲得欲求」、「拒否回避欲求」および「痩身願望」

の各変数については馬場・菅原 (2000) と同ーの変数であり、「メディアからの影響」、「周囲

からの影響」および「身体的不満足感Jの各変数については本研究で新たに作成し、モデルの
中に投入するものである。なお、 Figure1-1の仮説モデル上の点線のパスについては、あら

ゆる関係を考慮して最終的なモデルを提唱していくという意味である。

Figure 1-1 主観的規範に関する仮説モデル

(b)目的

本研究では、まず各尺度の内的整合性の確認を行い、仮説モデルを検討することを目的とす

る。
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1-2.研究の方法

(8)調査対象

近畿圏の大学に通う女子大学生を対象として、 2004年 9 月 ~10月に、「女子大学生のダイエッ

ト行動に関する調査」として質問紙調査を行った。質問紙は講義時に一斉配布を行い、その場

で回答をお願いした。回収された297名の回答を全て分析対象とした。回答者の平均年齢は

19.79歳 (SD=1.55)であった。なお、対象者は研究Eと共通で、ある。

(b)調査内容

(1)痩身に対するメリット感、現体型に対するデメリット感について

馬場・菅原 (2000)によって開発された、痩身に対するメリット感を測定する4項目、およ

び、現体型に対するデメリット感を測定する 4項目からなる合計8項目の尺度を利用した。各

項目についてどの程度自分自身の考えに当てはまるかを r1 :まったくそう思わないJ~ r5 : 
非常にそう思うJの5件法で回答を求めた。
(2)賞賛獲得欲求について

菅原(1986)によって開発された賞賛獲得欲求尺度を利用した。この尺度は下位尺度として、

「賞賛獲得欲求(5項目)Jおよび「拒否回避欲求 (4項目)Jの2因子からなる尺度である。

各項目についてどの程度自分自身の考えに当てはまるかを r1 :まったくそう思わないJ~ 
r 5 :非常にそう思うJの5件法で回答を求めた。
(3)痩身願望について

菅原・馬場 (2000)によって開発された痩身願望尺度を利用した。この尺度は11項目で構成

され、既に主成分分析によって強い l因子構造が認められている尺度である。各項目について

どの程度自分自身の考えに当てはまるかを r1 :まったくそう思わないJ~ r 5 :非常にそう
思う」の 5件法で回答を求めた。

(4)身体的不満足感、周囲からの影響、メディアからの影響について
身体的不満足感は自身の身体に対して不満を感じている程度を測定すると考えられる9項目、

周囲からの影響は友AiJ、らの影響の受けやすさを測定すると考えられる 2項目、メディアから

の影響はテレビや雑誌などのメディアからの影響の受けやすさを測定すると考えられる6項目

を著者および共同研究者が独自に作成した。それぞれの尺度について、本研究に携わっていな

い心理学専攻の大学生5名、および大学院生3名によって内容的妥当性の検討を行った。各項

目についてどの程度自分自身の考えに当てはまるかを r1 :まったくそう思わないJ~ r 5 : 
非常にそう思う」の 5件法で回答を求めた。

(c)統計解析(研究Eと共通)

分析には、統計ソフト SPSS10.0J for windows (SPSS Inc.， 2001)およびAmos4.01J
(Arbuckle & Wothke， 1999)を用いた。

1-3.結果

(8) r身体的不満足感尺度」の作成
身体的不満足感尺度の作成にあたって、まず、それぞれ;の質問項目ごとにヒストグラムを算

出し、極度の偏りがみられる項目を削除した。次に残った項目で最尤法による探索的因子分析

を行った。因子数は、固有値l以上を基準とじた結果、 l因子構造が妥当とされた。各項目の

因子負荷量、固有値、 4および因子寄与率はTable1~1 に示した。また、信頼性の検討のためク
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ローンパックの α係数を算出した結果、 .90となり、高い信頼性が確認された。そこで、各項

目の得点を合計し、その合成得点を尺度得点として後の分析に利用した。

Table 1-1 身体的不満足感に関する項目の因子分析結果 (α=.90，N=297) 

項目 負荷量

4. 自分の身体が好きではない .87 
6. 自分の身体に自信がない .86 

3.他の人に比べて自分の身体は醜い .81 
2. 自分の身体の形状は明らかに改善すべきである .79 
1.自分の身体にある程度満足している .72 

5. 自分の現在の身体で十分である .60 
7. 自分の身体は自慢できるものである .59 

固有値 4.39 

寄与率 56.87 

(b) I周囲か5の影響尺度」の作成
周囲からの影響を測定する項目として、著者および共同研究者で2項目を作成したが、項目

聞の相闘を測定したところ、 .85と非常に高い値を示した。そこで、結果的に同じ内容の質問

であったと判断し、分析には「周りの人(友人家族など)が減量に成功しているとうらやま

しい」の項目得点を、「周囲からの影響」を測る得点として後の分析に利用した。

(C) Iメテ‘ィアか5の影響尺度」の作成
メディアからの影響尺度の作成にあたって、まず、それぞれの質問項目ごとにヒストグラム

を算出し、極度の偏りがみられる項目を削除した。次に残った項目で最尤法による探索的因子

分析を行ったO 因子数は、固有値l以上を基準とした結果、 2因子が妥当とされたが、一方の

因子の項目を確認したところ、 2因子共に高い負荷量を有した。そこで、その 2項目を削除し

改めて同条件にて因子分析を行った結果、 l因子構造が妥当とされた。各項目の因子負荷量、

固有値、および因子寄与率は Table1-2に示した。また、信頼性の検討のためクロ}ンパック

のα係数を算出した結果、 .95となり、高い信頼性が確認された。そこで、各項目の得点を合

計し、その合成得点を尺度得点として後の分析に利用した。

Table 1-2 メディアか5の影響に関する項目の因子分析結果 (α=.90，N=297) 

項目 負荷量

5.雑誌などで減量の成功談を読むとうらやましい .91 
6.雑誌などで痩せた身体の人を見るとうらやましい .91 

2. テレピなどで減量に成功したというのを開くとうらやましい .91 
3. テレビなどで痩せた身体の人を見るとうらやましい .90 

固有値 3.49 

寄与率 82.94 

(d)痩身願望尺度に影響を与える要因(仮説モデル)の検証

馬場・菅原 (2000)、菅原 (1986)および (a)~ (c)で示された各観測変数を用いて、パス

解析を行うことによって、複数ある仮説モデルの検証を行った。その際、馬場・菅原 (2000)

によって示された因果関係については、本研究においても関係が存在するかどうかという点に
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ついて、それ以外の変数についてはあらゆる可能性を考慮して分析を行った。その結果、 Fig-

ure 1-2のような最終モデルを得た。適合度は、 χ2イ直が29.530、GF1が.975、CF1が.907、

RMSEAが.081であった。

.20本*

.27桝本

ぶシ・2日間

| 身体的 ト
不満足感

37*** レ55叫
FitIndex; X2(10)=29.53，p<.01 ;GFI=.975; CFI=;907;RMSEA=.081 

誤差項は省略、表示は標準解・最小二乗法による推定

***のついたパスは0.1%水準、料は1%水準で有意

Figure 1-2 痩身願望の因果関係を示したモデル (N=297)

1-4.考察

(8)最終モデルの検討

最終モデルの適合度を検討すると、 GF1は.975、CFIは.907と基準を満たしていた(服部，

2002 ; Tanaka， 1987 ;豊田， 1992)。一方で、f値は仮説を棄却することができず、 RMSEAは.
081となり推奨される基準は満たしていなかった (Browne& Cudeck， 1993 ;小野寺，
1999)。しかし、 x2値はサンプJレの規模に左右される値であり、大規模のサンプJレでは5%水
準で棄却できないことが多くなるものであるという指摘は数多くみられる(小野寺， 1999)。

本研究においてのサンプル数は297名と大規模と呼べるほどではないが、 χ2イ直が棄却される可

能性が十分に考えられる数である。また、 RMSEAの値に関しては、推奨されるのは0.05以下

であるが、当てはまりの悪いと判断する基準として0.10ともいわれており (Browne & 

Cudeck， 1993)、本研究の結果は当てはまりが極めて悪いというわけではないと判断すること

も可能である。以上の適合度指標を吟味した結果、本研究の最終モデルについては概ね適合し

たモデルであると考えることができる。

(b)最終モデルの考察

Cb-l) r痩身に対するメリット感Jを介して「痩身願望」へ至るルート
「痩身願望」を規定する最も強い要因は「痩身に対するメリット感」であった。「痩身に対

するメリット感」から「痩身願望」への標準化係数は.55という非常に高い値を示しており、
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痩せた身体に対して魅力を感じれば感じるほど痩せたいと思うようになることが示された。こ

の結果は馬場・菅原 (2000)の研究と一致しており、「痩身に対するメリット感」が最上位の

規定要因であり、最も大きな影響力を持つことが改めて確認された。

次に、「痩身に対するメリット感」に影響を与える要因について検討する。標準化係数が有

意となったのは「現体型に対するデメリット感」、「メディアからの影響」、「周囲からの影響」

で、あった。結果をまとめると、現在の自分の身体について様々な場面でデメリットを感じ、テ

レピや雑誌で痩せた人を見てうらやましさを感じ、さらに痩せた友人をみるとうらやましさを

感じる人が、特に痩せた身体に対するメリットを感じやすいということになる。「現体型に対

するデメリット感」については、馬場・菅原 (2000) と一致した結果であった。「現体型に対

するデメリット感」については、自尊感情や空虚感が高い個人に BMIが高いという要因が加

わった時、そうした自己不全感の原因を自分の太っている身体に帰属することによって、デメ

リット感を感じるようになり、それが「痩身に対するメリット感」を生じさせると考察されて

いる(馬場・菅原， 2000)。

一方で、「メディアからの影響」ゃ「周囲からの影響Jはこれまでの理論的研究の枠組みの
中には組み込まれてこなかった変数である。しかし、本研究の結果は、馬場ら(1998)が指摘

するように、「痩身神話」がメディアや周囲の友人を媒体として個人に影響を与え、それによっ

て痩せた身体へのメリット感を強く抱くようになるという仮説を立証した結果と考えられる。

(b-2) Iメディアか5の影響」か5直接「痩身願望」へ至るルート
本研究では、「メディアからの影響」が直接「痩身願望」へとつながるという結果が示され

た。つまり、テレビや雑誌などで紹介される痩せた人をうらやましいと思うことで、無条件に

それを良いものと感じ、痩せたいと考えてしまう心理が反映されたものであると考えられる。

この現象を解釈するには、社会心理学で研究されるマスメディアの限定効果という概念を導入

する必要がある。限定効果とは、人々はマスメディアからの情報を受動的に受け取っているの

ではなく、受け取る段階で、関心のある情報を選択して接触しているというものであり、日本

においても実証する研究は多いとされる(大測， 2001)。限定効果の概念と本研究の結果を総

合的に解釈すると、痩せた人を雑誌やテレピで見てうらやましいと思う人は、それを見る前か

ら既に痩せた人をうらやましいと思っており、メディア媒体で自身の思いの一般性を確認した

後、痩せたいと思うと考えることができる。

(b-3) I身体的不満足感」について
仮説モデルにおいては「身体的不満足感」は「痩身願望」に影響するとしてモデルの検証を

試みたが、本研究においては仮説を支持する結果は得られなかった。つまり、自分の身体に対

して不満を抱いていたとしても、そのことが直接痩せたいという感情につながるわけではない

ことが示唆される結果と考えられる。先述したように、身体的に満足していない人は自尊感情

や自己に対する受容性が低しそれによって摂食障害傾向が高まるといわれている(宮沢，

1987 ;鈴木・伊藤， 2001)。しかし、本研究における「身体的不満足感」と「痩身願望」が関

係しなかったという結果は、身体的に満足しない人が痩せたいと言う感情を抱き、ダイエット

を行い摂食障害へ陥るという先行研究の知見とはやや異なるものであると考えることができる。

これらの先行研究の知見と本研究の結果を総合的に解釈すると、実際に自分の身体に満足して

いるかどうかは摂食障害につながるような無理な食事制限などの行為には影響するが、単純な

痩せたいという感情とは連動しないということになる。痩せたいという感情は自己の身体に満
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足してるかどうかではなく、痩せることにメリットを感じるかどうかが重要で、あると考えるこ

とができる。

(b-4) r痩身願望」と主観的規範
本章では、馬場・菅原 (2000)のモデルに基づき、「痩身願望」の規定要因の中に「メディ

アからの影響」や「周囲からの影響」といったTPBにおける主観的規範の要素となる変数を

投入したモデルの検証を試みた。仮説は概ね支持され、既存のモデルの中に主観的規範の要素

を組み入れることができたと考えられる。このことは、「痩身願望」ゃ「ダイエット」との関

連が指摘されてきた「自尊感情」、「自己受容性ム「青年期の自我同一性」、「摂食障害傾向」な

ど(鈴木・伊藤， 2001;伊藤， 2001;松本・熊野・坂野， 1999)の様々な変数と主観的規範の

関係を予測する結果と考えられる。つまり、ダイエットに関する要因として先行研究で考えら

れてきた要因は、主観的規範の枠組みの一部分を形成していたと考えられる。

なお、以上の結果を受け、研究Eにおいて、主観的規範を示す変数として「痩身願望」を利

用することとした。

ll-1 .目的と仮説

(8)仮説モデル

研究II .TPBの分析

研究Iにおいて、「主観的規範」は最終的に「痩身願望」で表現される変数であることを示

した。研究Eでは、「行動への態度」および「行動コントロール感」を加え、ダイエット行動

における TPBの有効性について考察する。仮説モデルはFigure2-1に示した。

(b)目的

仮説モデルの検証し、「ダイエット行動意図」および「ダイエット行動」の規定要因を検討

することを目的とする。

ll-2.研究の方法

(8)調査対象

研究Iと同様、女子大学生297名(平均年齢19.79:l:1.55歳)
(b)調査内容

(1) r痩身願望尺度J
研究Iで使用した馬場・菅原 (2000)の尺度を利用した。

(2) r行動への態度Jおよび「行動コントローJレ感」
著者および共同研究者が、 Ajzen(1985)の提唱した「行動への意度」と「行動コントロー
ル感」をダイエット行動に応用した項目を独自に作成して分析に用いた。尺度の詳細は「女子

大学生はなぜ、ダイエットをするのか? (2) Jにおいて述べる。
(3) rダイエツト行動意図J
著者および共同研究者が、 Ajzen(1985)の提唱した「行動意図」をダイエツト行動に応用
し、「ダイエットをしようと思うことが頻繁にある」という項目を独自に作成して分析に用い

た。また、本研究に携わっていない心理学専攻の大学生5名、および大学院生3名によって内

容的妥当性の検討を行った。この項目について、どの程度自分自身の考えに当てはまるかを

r 1 :全く当てはまらないJ~ r7 :非常に当てはまる」の 7件法で回答を求めた。
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(4) rダイエット行動J
著者および共同研究者が、 Ajzen(1985)の提唱した「行動」をダイエット行動に応用し、

「ダイエットをしようと思ったときは実際にダイエットを行ってきた方だ」という項目を独自

に作成して分析に用いた。また、本研究に携わっていない心理学専攻の大学生5名、および大

学院生3名によって内容的妥当性の検討を行った。この項目について、どの程度自分自身の考

えに当てはまるかを r1 :全く当てはまらないJ~ r7 :非常に当てはまる」の7件法で回答
を求めた。

ll-3.結果

(a)仮説モデルの検討

「痩身願望」、「ダイエット行動への態度」、「ダイエット行動コントロール感」、「ダイエット

行動意図」、「ダイエット行動」の各観測変数を用いて仮説モデ、jレ検証のためのパス解析を行っ

た (Figure2-1)。仮説の適合度は、 x2値が15.581、GFIが.979、CFIが.898、RMSEAが.151
となり、仮説モデルは支持されない結果となった。そこで修正モデルの検討を行った。

.23本*市

.07 .62*本添

.071 .56*帥 .27*旗本

.27本事事 .43本*取

¥J 
|ダイエツト行動|

Fit Index: X 2(2)=15.581，p<.001 ; GFI=.979; CFI=.898 ;RMSEA=.151 

誤差項は省略、表示は標準解・最小二乗法による推定

料*のついたパスは0.1%水準、 tl:t10%水準で有意

Figure 2-1 計画的行動理論を夕‘イエット行動へ応用したモデル (N= 297) 

(b)修正モデルの検討

仮説モデルの適合度が非常に低いことを受け、モデルを修正する必要があったため、修正指

数および改善度を算出し、それらの値を基にモデルの修正を試みた。修正指数の関値を4以上

に指定し、修正指数を求めた結果、「ダイエット行動への態度」から「ダイエット行動」への

パスについて、 9.563という高い値が算出された。そこで、修正指数の結果および理論的解釈

の可能性(考察にて詳述)から、仮説モデルに「ダイエット行動への態度J→「ダイエット行
動」というパスを仮定し再度パス解析を行った。その結果、 χ2イ直が.835、GFIが.999、CFIが

1.000、RMSEAが.000となり、十分な適合度を示すモデJレが示された。結果は Figure2-2に
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示した。

.62*淑*

.08牢 .57*ホ* 24*事本

.23本本本 .27*字本 .25木本$

斗/
|ダイエット行動|

Fit Index : X2(1)=.835，p=.361 ; GFI=.999; CFI=1.000 ;RMSEA<.OOO 

誤差項は省略、表示は標準解・最小二乗法による推定

料*のついたパスは0.1%水準、キは5%水準で有意

Figure 2-2計画的行動理論を夕、イエッ卜行動へ応用した修正モデル (N=297)

ll-4.考察

(a)修正モデルの検討

修正モデルを検討すると、 χ2値、 GFI、CFI、RMSEAの全てにおいて、基準を満たす適合

度を得た。つまり、 TPBの本来のモデルに加えて、ダイエツト行動の場合は、行動への態度

が直接行動へ影響する可能性が示唆された。

(b)夕、イ工ット行動意図の規定要因について

「ダイエット行動意図Jを規定する要因としては、 TPBの仮説通り「痩身願望(主観的規
範)J、「ダイエット行動への態度」および「ダイエット行動コントロール感Jの3つの要因が
示された。つまり、女子大学生は痩せたいと思い、ダイエットは良いことだと考え、ダイエツ

トは簡単だと思うことで、ダイエットをしようと思うことが示されたことになる。その中で、

最も影響の大きな変数は「痩身願望」であり、 TPBの3要因の中でも、ダイエット行動意図

へ最も強く影響するものは主観的規範であることも同時に示された。この結果は、 Ajzen

(1988)の行動に対する態度が意図と最も強い関連があるという一般的な知見とは異なるもの

であった。また、これまでのダイエット研究が主観的規範にのみ注目されてきたことの妥当性

を示すものであると一見考えることもできる。すなわち、痩せるための手段は、食事制限、薬

物、エステなど様々であるが、それらはいわゆる痩身願望によって動機付けられた行動(馬場・

菅原， 2000) とされるように、行動意図の大部分は痩身願望(主観的規範)によって説明され

る。しかし、痩身願望(主観的規範)はダイエット行動意図を介してのみ行動へ影響するもの

であり、行動を直接説明することがなかったため、先行研究で行われてきた主観的規範に関わ
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る要因だけでは、行動を説明する時にはやや説得力に欠けるものであったことが本研究によっ

て示された。では、行動を大きく規定する要因は何であったのかについて、以下で述べる。

(c)ダイエット行動の規定要因について

「ダイエツト行動」を規定する要因としては、 TPBの仮説通り「ダイエツト行動意図Jお
よび「ダイエット行動コントロール感」が示され、修正モデJレにおいて「ダイエット行動への

態度」の影響も示された。 TPBの枠組みの中では、ダイエットをしようと思うこととダイエツ
トは簡単で、あると思うことによってダイエット行動が促進されると考えられていたが、本研究

の結果、上記の2つの要素に加え、ダイエツトを行うことは良いことであるという考えを持っ

ていることで、さらに行動が促進されることが示された。

まず、ダイエット行動意図の影響について述べる。 Deborah& Ajzen (1985)の研究のよ
うに、ダイエツト行動に限れば、ダイエツトをしようという行動意図がなければ実際の行動へ

は結びつかないものである。そういった意味で、ダイエット行動意図は、標準化係数において

は他の2要因とも同程度の値であるが、最も行動に影響する要因と考えられる。

次に、ダイエット行動コントロール感について述べる。ダイエット行動コントローJレ感はダ

イエット行動意図を規定する変数としては弱い影響しか示さなかったが、直接ダイエット行動

を従属変数とした場合にはダイエット行動を規定する他の2変数と同程度の影響を持っていた。

これらの結果を総合的に解釈すると、ダイエット行動意図が痩身願望(主観的規範)やダイエッ

ト行動への態度によって高められ、その後、ダイエット行動に対して簡単だという認識を持つ

ことによって行動が促進されると考えることができる。つまり、ダイエット行動に限れば、行

動コントロール感は行動意図が高くない場合は行動への影響を大きくは示さない可能性も示唆

される。

最後にダイエット行動への態度について述べる。ダイエット行動への態度は、行動意図と行

動の両者に大きく影響を与える唯一の変数であることが明らかとなった。ダイエット行動への

態度が行動へ影響を与える背景としては、ダイエットの成功経験、すなわち不健康になること

なくダイエットに成功したという話を他者から聞くことによって、ダイエットの危険性と1i~っ
た負の側面の認識が弱められ、ダイエットは簡単で健康にも良いものであるという認識が強め

られるということが考えられる。こうした認知面の変化は行動を促進する要因となり、ダイエツ

トの成功をうらやましく思う感情がダイエツトをしようという行動意図を強めると考えられる。

先行研究においても友人のダイエットはスリム重視の態度や具体的なダイエット行動の学習に

つながるとされ (Levine，Smolak， Moodey， Shuman & Hessen， 1994; Stice， Hayward， 
Cameron， Killen & Taylor， 2000)、他者からダイエット方法を学ぶことの効果が示されて

いる。そのため、本来TPBでは規定されていなかったダイエット行動への態度がダイエット
行動に影響したと考えられる。ただし、ダイエット行動への態度とダイエット行動の関係につ

いては後付けの議論であることを忘れてはならないため、更なる検討が必要とされる。

(d) TPBのダイエット行動への応用の有効性について

研究Iにおいて、「痩身願望」関する一連の研究はTPBの枠組みにおいては主観的規範と
して考えられることが示された。そして、研究Eの結果から、 TPBに基づいてダイエット行
動を説明することが有効であることが示された。つまり、先行研究のように、痩せ願望や身体

的満足感を持ってダイエット行動を説明することの限界点を示すことができ、さらにダイエツ

ト行動への態度とダイエット行動コントロール感の概念を導入することで、ダイエット行動意
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図からダイエツト行動へ移るための条件も提示した。以上の結果から、 TPBに基づいてダイ

エット行動を説明することは大いに有効なことであったと考えられる。「女子大学生はなぜダ

イエットをするのか? (2) Jの研究E、研究Nにおいては、行動への態度と行動のコントロー
ル感の規定要因を詳細に検討し、不必要なダイエット、不健康なダイエットを予防するための

方法を検討する。
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